
広 島 が原 爆 に よ つて失 土 とイヒした 日か ら二 日後 。

広 島で被爆 した一人 の女学 生 は、福 山空 襲 の知 らせ

を耳 にす る。 家族 の安杏 を求 めク」車 に飛 び乗 り迪 リ

つ いた福 山 は、跡飛 tな く焼 き昼 くされ て いた 一。

それか ら一年後―― 。

広 島 の地 で は若者 た ちの歌声 が響 しヽて しヽた。

その歌声 の主 は 「広 島学 生音楽逹 盟 」。

戦 後 の混 舌し期 の 中、 1日 休り高 校 6校の学 生 た ちが集 い

結 成 した lθ O人余 りの合 月 合 唱 囲。 彼 らは ドイ ツ歌

曲な どを歌 った ほか 、 日本 を火 表 す る音楽 家 を次 々

と招 い て演 奏 会 を開 催 した 。 そ の 目的 の一 つ は 、

学校 の復 興 資金 を集 めるた め。 そ して 、 tう 一 つ は

広 島 を音楽 で元 気 にするた め。

「ヒロシマ 音́ の記 |たソOι 4～ 継承 ～ 」 は、 ドキ ュ

メ ンタ リー映 画 「
音 の記 憶 ′つ な が り」 の 上 映 、

そ して 「広 島学 生 音楽連 盟 」 や 「平和 」 にゆか りの

あ る楽 曲 の演 奏 を通 して、原爆 及 び空 襲 に よる大 き

な傷 を負 いなが らも、音楽 と共 に力 強 く 15区 け抜 けた

若 者 た ちの姿 、そ して それ を糸匿承 す る こ との農味 を

見 つめる。

「音楽 が力 を与 えて くれ る」―一 。

「広 島学 生音楽逹 盟 」 のメ ンベ ーが抱 しヽて しヽた そ の

強 い燿 いが 、現 代 の若 者 を理 して 、今 よみが える。

<第一部>
ドキ ュメ ン タ リー映 画 「

音 の言己鹿 つ́ な が り」

“

8分)

監督・撮影 1青原さとし

企画 |「 ヒロシマと音楽J委員会

製作 |「 ヒロシマと音楽J委員会、NPO法人ANT H rosh ma

<第二部>

マ リンリヽ ′ピアノニ重奏

・フランツ・シューベル ト/作曲

「野ばら」

。大木享夫/作詩、佐藤員/作曲

混声合唱とオーケス トラのためのカンタータ 《土の歌》

「大地讃頌」

・宮城道雄/作曲 (島津秀雄編曲)

「春の海」
他

鶉餃渉は米洸米

よ り


